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「田上中学校 地域単元 ２０１７」の役場ロビーにおける展示の様子

「田上愛」を根っこにもつ生徒の育成 校長

昨年度の３月、町役場のロビーをお借りして、「田上中学校 地域単元 ２０１７」の活動内容を紹

介させてもらいました。田上中学校では、一昨年度からキャリア教育の一環として「地域をテーマ

とした探究的な学習」に力を入れ取り組んでいます。１年生は「田上を知る・田上町のよさ新発見」

をテーマに、田上町のよさを発信しました。２年生は、「田上で働く・田上に返す」をテーマに、職

場体験学習のまとめを展示しました。３年生は、お世話になっている田上町に感謝を伝え、田上町

を元気にする活動として取り組んだ「田上町ひと肌ぬぎ隊大作戦」の様子を紹介しました。どの学

年も根っこに「田上愛」の育成を掲げ、積極的に取り組みました。

私は、新潟市が故郷です。新潟市には高校までの１８年間生活しました。その後、大学での生活、

さら教員になってからは転勤によっていろいろな場所で生活しましたが、生まれた地域のことをほ

とんど知らず、故郷への愛着は全くといっていいほどありませんでした。このような体験から、田

上中の生徒に、学習や活動を通して、「田上愛」を根っこにもってほしいと強く思うようになったの

です。将来どこに住んだとしても、田上町を心の支えとして生きていってほしいと願っています。

町役場ロビーを訪れ、展示物をご覧になられた方のご意見・ご感想を紹介します。

・田上に住んでいながら、分からないことがたくさんあることを知りました。私のように、年

老いた者には、もう少し太い線のマジックだとよいのではと思いました。皆さんの「ひと肌

ぬぎ隊大作戦」、とても興味深く鑑賞させていただきました。今後のご活躍を楽しみにして

います。一生懸命に取り組まれていることがよく分かりました。ありがとうございました。

・皆さんのがんばりが田上の人に伝わって、大人も、働く人も、子どもたちも元気になれると

思います。田上愛は、忘れないでください。

・まずはこの活動、継続してもらいたい。町をよく知り、町民をよく知り、大人も共有できる

町こそが、持続可能な町になると思う。一人の町職員としてそう思う。

これからも、保護者や地域の皆様とのネットワークづくりを大切にしながら、「田上愛」を育む活

動を進めてまいります。ご理解、ご協力、どうかよろしくお願いいたします。

学 校 通 信

田上中だ よ り



《 平成３０年度 田上中学校が目指す学校 》
田上中学校の生徒であることに誇りと自信をもち、よき伝統・校風を受け継いでいってほしいと願っています。

そこで今年度も、上記文言を合い言葉としました。

また、学期ごとに、分かりやすく簡単で憶えやすいスローガンを掲げ、生徒と教師が共に同じベクトル

方向に向かって、安全・安心で楽しく、そして充実した教育活動を推進していきたいと考えています。

【 １学期 】がまんと努力（中学校時代に身に付けさせたい生きるための基本）

【 ２学期 】本気とエンジン全開（運動会、合唱コンクール等への積極的参加）

【 ３学期 】自助と自立（勇気と自信に満ちた４月からの好スタートに向けて）

《目指す生徒の姿：自ら考え、自ら行動する自己有用感のある生徒》

１ 学力の向上：進んで学習に取り組み、学力の向上を目指す生徒〔知〕

○全校体制でＷｅｂ配信テストに積極的に取り組み、確かな学力の定着に努めます。

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のための研修を計画的に実施します。

○「つなぐ時間」を継続実施し、家庭学習の習慣化を図ります。

○自分らしい生き方を追求するキャリア教育を進めるとともに、田上への愛着を深めるため、地域

をテーマとした探究的な学習を計画的に実践します。

２ 豊かな心の育成：思いやりをもって、他と関わることができる生徒〔徳〕

○認め、励ますを基本とした教師の構えのもと、学級や部活動等において人間関係を円滑にし、安

心感・所属感がある居心地の良い親和的な集団づくりに努めます。

○明るいあいさつをとおして、コミュニケーション能力の育成に努めます。

○不登校生徒の改善・減少及び新たな不登校生徒を生まない環境づくりに努めます。

○道徳やいじめ見逃しゼロスクール集会をとおして、いじめのない学校を目指します。

３ 健やかな体づくり：生活習慣を考え、健康な体づくりを心がける生徒〔体〕

○体育の授業や部活動において、体力向上を図るための取組を継続して行います。

○「たけのこ週間」や「アウトメディアウィーク」を計画的に実施し、保護者との連携・協力を進

めながら、メディア時間を意識したよりよい生活習慣の確立に努めます。

４ その他

○部活動をとおして、人間的に成長する生徒

・田上中は部活動が盛んです。勝敗はもちろん大切です。勝つことを目指してチーム一丸になれ

るからです。しかし田上中では、それ以上に部活動をとおして、人間的成長を目指していきま

す。

・厳しい練習に耐える力、チームとして協力・団結する力、あいさつ・礼儀・周りの

人に感謝する心を育てます。体力や技術の向上とともに、メンタル面も鍛えます。

※部活動休養日等について

・原則、週１日は、完全休養日を設けます。ただし、これでもきついと感じてい

る

生徒に対しては、休養日を増やす等の個別対応を行います。

・顧問は休養日を明記した月予定表等を作成し、生徒を通じて家庭に配付します。


